

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































気の「地産地消」に向け風力発電装置など振動力以外の発電装置も開発し， 電 梢 肘
日本経済新聞（2014421)，た歩みを進めている（日経産業新聞（2014.4.17)，
日本産業新聞（201410.29)）
図表１３振り子型発電装置の概要
装置を取ﾙﾉ付けた箇所が振動することにより振動板を介して重
りが振動する｡重りが振動すると圧電素子が変位して発電する
霞り振動板圧電素子
(圏ｉｌ鐘篝塞 路面振動板やガ摩一ドレールにボル卜や強力磁石で取り付ける
（
ガードシール
鯵ガールールの歩道側に発電装
置を取り付ける
｡車が通行する際の振動によりノガ
ーiルールが振動して発電し､デ
リネーターのLEDが点灯する
(資料:日本道路､音力発電）
出所）日経コンストラクション（2012.79）
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Ⅳ成長のジレンマと創業・事業創造の方向性
い技術力を保有する中小・今まで特定の専門分野において高さて， ベン
チャー企業の事業展開の事例について見てきた。 その中で，スマートソーラー
高い技術力を有する技術開発基轤型ベンインターナショナルの事例において，
チャー企業（Technology-basedStart-upFirms）が市場に受け入れられ，事
業として独り歩きすること（take-olf）の困難性を指摘した。
タファー（比瞼）として「ダーウィンこのような事業創造の困難性を表すメ
市場競争最新の技術で開発された製品が，の海」がある（図表14)。これは，
ダーウィンの進化論になぞらえたものを通して生き残ることが難しい状況を，
生存競争の激しい多くの生命体
れ狂う嵐（技術的な困難性や事
競争など）に耐えて生き残った
新たな発明やアイデアなどの成果は，である。
が存在している「ダーウィンの海」に入り，荒
業化リスク）やサメなどの外敵（ライバルとの競争など）
ダーウィンの海の概念図表1４
(lllii1iiii鱸霧， lllliiiill1l111iiiiiilryh婬迩鑓Ｊｗｙ鍬＃“〃Ｓ乞α発明がイノベーションに進化するための薑闘の場
研究と発轤
アイデア
イノベーション
と
事業創造齋斑:蝋騨
ii;il蕊llliiiiilillIl;:in:illijiiDf；
技術麹ヅスクと企『業家リスクの海で繰り広獄られる『生存競争」
出所）田中（20091Branscomb（2003）など
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イノベーションや事業創造の岸にたどり着くことができる者が進化し，
(2009))。す
(田中
発明がイノベーションとして市場に受け入れられるまでなわち，
の様々な障害を比職したものであり， ビジネスとして持続的な成長を成し遂げ
るためには．技術的な課題（＝技術的リスク）とマネジメントの課題（＝企業
家リスク） の両方を乗り越えなければならない。
従来より，新技術のアイデアの創出から，イノベーションに結びつく製品開
事業化の間に大きな谷があることが指摘されており，発． ｢死の谷（デスバ
レー)」と呼ばれている（図表15)。このメタファーは，
院議員（共和党，ミシガン）のバーン・エラーズ（Eｈ
'タファーは，アメリカ連邦議会の下
ﾆラーズ hlers，Ｖ､Ｊ）が，1998年
iUnlockingOurFuture：Towarda
leonScienceandTechnologｙ（1998
にアメリカの下院科学技術委員会の報告
NewNationalSciencePolicy- (Committeeｏｎ
年)）の中で，ァ
ある基礎研究と，
リカの科学技術政策において連邦政府の資金供給の対象でアメ
民間企業が行う応用研究の間のギャップが ますます拡大し
ていくという現象を表現するために用いたものであるｃ エラーズらがこの問題
を指摘した結果，アメリカでは，「死の谷」
ATP（AdvancedTechnologyProgram)，
を超えるための支援施策として，
Ihn logyProgram)，ＣＲＡＤＡ（Co-operativeResearch
図表１５死の谷（デスバレー）の概念
３
蕊錘警孕鵯
仇屯； 牙
鍵塗鱗…澱!:ﾘi蘆… 鶏
胸’
出所）Wessner（2013）などに基づき作成
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andDevelopmentAgreementsLSBIR（SmallBusinesslnnovation
Research）などの公的・私的なインフラストラクチャ（＝資金調達某轤）の
整備が進んだのである（児玉（2003)，田中（2009))。
もともと「ダーウィンの海」は，この「死の谷」のメタファーを代替するも
のと して提唱されたものである。 ｢死の谷」のメタファーは，カルフォルニア
に因んだものであり．何もない不毛の地といのデスヴァレー（DeathValley）
事業創造を表すものとしては不適切との見解が見られう悪いイメージから、
る。本来， アイデアをイノベーションに変換する段階は， 新たな発明やアイデ
アなどが次々と萌芽し
てイノベーションに竿ﾐ
数多くの未熟な技術が生存競争Ｉこよる淘汰の段階を経
この段階は混沌としているが，ノベーションに至る段階である。 潜在的な
創造性を有していると考えられる。 そのことから，発明からイノベーションへ
ダーウィンの海」が提唱されたのであるの変遷を表すメタファーとして，「
(Branscomb,ＬＭ・andP-EAuerswald（2002)，田中（2009))。
しかし，近年は事業創造のプロセスとして 両者を用いる研究も進められて
いる（図表16)。すなわち，
プ「派の答１が治島が什下
基礎研究から事業化までのプロセスＩ二資金ギャッ
(死の谷） あるだけでなく， 応用研究から事業化の見込みが付いた段階か
図表１６事業創造の困難性（技術リスクと市場リスク）
牢聯企業は実,際多くの障害に:霞蕊する
出所）Wessner（2003)，Hughes（2014）などに基づき作成
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ら，市場に受け入れられイノベーションを実現するまでのプロセスにも多くの
障害（ダーウィンの海）がある。技術的な制約を克服し例え「死の谷」を渡
ることができたとしても，繁栄のジャングルで成長するビジネスにたどり着く
ためには，マネジメントの失敗，代替ビジネスモデルの存在,知財などの訴訟
リスク，敵対的買収など，数々の困難を乗り越えなければならない7)。
このメタファーは，スマートソーラーインターナショナルの事例にそのま
ま当てはめて考えることができる。当社は，政策支援（補助金など）やベン
チャーキャピタルからの出資を受け，技術的な課題を克服し，「死の谷」を渡
ることはできたが超安価な中国製などの台頭による競争激化や制度上の制約
(FIT＝同定価格買収制度）などの障害により，「ダーウィンの海」を泳ぎ切
ることができなかった。もちろん，太陽光発電については，富田氏の出身母体
であり，かつてIlt界の太陽光発電システムをけん引したシャープも，国内工場
の閉鎖や事業からの撤退を検討しているとの報道もあり（日本経済新聞
(2015.3.3))，グローバルな規模で競争が激化している事業である。その中で事
業を継続することは，多くの障害が待ち受けていると考えられるが，特定の専
門分野に徹底的にこだわり，段階的な事業展開を行うことで，そのような厳し
い環境に適応することもnJ能であったと思われる。
今まで見てきたようなイノベーションの普及過程における困難性についての
研究はいくつか見受けられるが，その代表的なものはムーア（Moore，ＧＡ）
の提唱するテクノロジー・ライフサイクルの概念と「キャズム」の存在である。
ムーアは，イノベーションの普及段階におけるイノベーション採用者カテゴ
リー8)を援)Ⅱして，，,,,i期的な技術（新製品・新サービス）が市場に受け入れら
れ，持続的な成長を成し遂げるための戦略を提示している（図表'7)。
イノベーターと初期採用者で構成される初期市場と初期多数派の問には，
｢キャズム」と呼ばれる深く大きな溝が存在している。すなわち，イノベーター
と初期採用者は，新しい技術の可能性に思いを巡らせ，将来の成果を求め変革
のための手段として新しい技術を導入するのに対して，初期多数派は，その技
術の利便性や現在の解決策を求め，生産性を改善する手段として導入しようと
－１０４－
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製品の革新性や技術の新規』性などを訴する。このため，初期市場においては，
求するこ とで受け入れられるものが 初期多数派においては，ユーザー・イン
ような使い勝手や目に見える改善効果なタフェースの容易化・単純化という
具体的かつ実利的な成果が求められる｡ この違いが，購買行動に大きな差
スマートソーラーインターナショ
どﾛ
(キャズム）を生じさせるというのである〔
このキャズムを超えることができなかった事例と しても考察すナルの事例は，
ることができる。
ある特定のニッチ市場を対象とすることキャズムを越えるための戦略は．
で，①ホールプロダクト (顧客の目的を達成するために必要とされる一連の製
を提示し，②口コミの効果を活用して，③マー
を実現することである。そして，あるニッチ市
品やサービス＝顧客満足機能）
ケットにおけるリーダーシップを実現することである〔
場がテクノロジーを受け入れると， 関連する他のニッチ市場もそれに触発され
テクノロジーを受け入れるようになり スパイラルに市場が拡大していく とい
うのである（Moore（1999)，田中（2009))。
図表１７テクノロジー・ライフサイクルの概念図
【顧客の価値観灘ニーズ】
麹利便性
鬮現在の解決策(ソリューション）
ごテクノロジー
唾将来の成果
（パフォーマンス） |iiiillil1l1i，
#欝議騨鑓轤騨騨攪・讓鰊鷲
鵡ﾘｰﾑＩ！ メインヌ市初期市場
出所）Moore（1999)．田中（2011a）より
今まで見てきた「
研究開発型新興企業
Ⅱ死の谷」「ダーウィンの海」「キャズム」ピム」の研究成果から，
の事業創造の方向性に(起業家や中小・ベンチャー企業）
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ついて考察を加えることにしたい。
中小企業庁（2009）によれば，中小企業によるイノベーションには，次の３
つの特徴がある□①経営者が，方針策定から現場での創意工夫まで，リーダー
シップをとって取り組んでいること。②ロ常生活でひらめいたアイデアの商品
化や，現場での創意工夫による生産工程の改善など，継続的な研究開発活動以
外の創意工夫等の役割が大きいこと。③ニッチ市場におけるイノベーションの
担い手となっていることである。一方，大企業によるイノベーションについて
は，大規模な研究開発や，その成果が現れるまでに長期間を要する研究開発の
プロジェクトに対しその組織力を活かして多くの研究者や資金を投入し，イ
ノベーションを実現している。すなわち，中小・ベンチャー企業では，経営者
の理念，ロマン，こだわりがイノベーションの要になっているのである。
この経営者の「こだわり」から生まれたイノベーションを，どのように活か
していくべきなのであろうか。それには，中小・ベンチャー企業が持ついまだ
顕在化していない力（＝潜在力）を見Ⅱ)しその力でイノベーションを実現し
ていくことが求められる。中小企業庁（2012）は，中小企業が持つ潜在力を活
用する重要`性を指摘している。中小企業が持つ潜在力とは，変化する社会環境
において，何らかの障害があって利用されていない経営資源であり，小ロッ
ト・短納期への対応，技術力，マーケティング力，充実したアフターサービス，
高い社会意識等である。それは，柔軟性､顧客志向性社会性といったキーワー
ドで表すことができる。なんらかの理由で活用されていないこの潜在力を見出
し，その力を経営者の「こだわり」から生まれたイノベーションの実現に向け
活用していくのである。本稿のテーマでは，この経営者の「こだわり」が新エ
ネルギービジネスであり，新成長分野であるエネルギー・環境分野へ潜在力を
発揮していくことである。
本稿で取りｌげた事例は，そのすべてがものづくりを行う製造業9)であり，
ものづくりベンチャーといえる存在である。このものづくりベンチャーの特徴
は，「少量・中鼓生産のTb｢場に向け高付加Iili値製Ａ１１１を迅速に投入する」企業で
あり，その中で一定の成果をあげている企業には，経営幹部に３つの共通点が
1０６－
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あるという。すなわち，①大手勤務などの経験を活かした事業運営スキル，②
枠にとらわれない行動力，③「日本復興」への情熱である（日経ＢＰ(2014.3))。
ベンチャー企業の経営幹部といえば，ほぼ経営者（＝社長）ということになる。
すなわち，経営者が今までの勤務経験などから生まれた事業機会や運営スキル
を活用し，志を持って柔軟に対応することが成果に結びついている。
ここから，事例企業の動向や既存研究成果から得られるインプリケーション
について考えてみたい。まず，起業家や中小・ベンチャー企業にとって，大規
模，長期間にわたる研究開発を展開することは困難であるため，経営者の創意
工夫が事業アイデアの源泉となる。もちろん，これは大学などの研究機関が有
する技術を活用することでも構わない。むしろ，基礎研究力が不足している中
小・ベンチャー企業は，積極的に大学や公設試験研究機関などの研究成果を活
用すべきであろう。今回取り上げた事例についても，多くが大学の研究成果か
ら生まれた大学発ベンチャーといわれる企業である。その技術は，経営者の今
までの学習や経験が活かせる技術分野であり，特定の分野（ニッチ分野）に徹
底的にこだわる必要がある。この「こだわり」は，経営者自身の理念やロマン
から生み出されるもので，事業ドメイン（事業の中核，本業）といえるもので
ある。これが確立した状態で，ようやく「死の谷」を渡ることができる。問題
は，「ダーウィンの海」を泳ぎ切ることができるかである。この要諦は，①狭
く小さく始めること，②段階的に進めること（＝博打を打たない)，③あくま
でも専門分野にこだわること，④方|可転換の見極めをすること，⑤自分の「こ
だわり」については決してあきらめないことである'0)。
スマートソーラーインターナショナルは，需要の先行きが不透明な段階で大
規模な投資を行い，「ダーウィンの海」にi貰えてしまった。その他の事例企業
は，特定の専門分野に特化した適度な成長を指向している□もちろん，ユーグ
レナのように，大きなロマンを掲げ，その実現に向け現実的な歩みを進めてい
る企業もある。しかしそれは，自社の事業分野を広げているのではなく，特定
のニッチ分野が裾野を広げマス市場になることであり，決して事業の軸を広げ
たいぶらしたりしている訳ではない。あくまでも，特定の専門分野にこだわ
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ることが大切なのである。
Ｖおわりに
本稿においては，世界の課題先進国となった日本において，持続可能な社会
を目指すための新たな事業創造の方向性について，クリーンで経済的なエネル
ギー分野は今後成長が期待できる分野であり，特に持続可能な社会の確立には
欠かせないとの考えのもと，中小・ベンチャー企業の新エネルギービジネスへ
の取り組みに焦点を当て考察を加えた。
ここでは，今後の課題を下記に整理しておきたい。
①持続可能な社会と新エネルギービジネスの関連性の整理と体系化
②新エネルギービジネスにおける中小・ベンチャー企業の位置づけと存在意義
③中小・ベンチャー企業の新エネルギービジネスへの事業展開の類型化
③中小企業の優位性が発揮できる事業分野の洗い出し
④営利性と社会性のトレードオフ解決の方向性の提示
⑤成功事例などの蓄積による事業展開，経営手法などの体系化理論化
⑥実務適応力のあるビジネスモデルの開発
⑦求められる事業展開の方向性・指針の提示
以上のような課題を解決するとともに成長分野である新エネルギービジネ
スでの起業を促進させるための施策や，今後新エネルービジネスを指向する起
業家が持続可能なビジネスを展開できる方策などについて，諸外国などの事例
も含め調査・研究活動を進めることにしたい。
注
ｌ） ｌＨ中（2011a）は，ニッポン再生のイノベーション戦略に求められている視点と
して，「変化」への適応をあげている。
新エネルギーとは，一般に，太陽光や風力などの自然のﾉ｣を利用したり，廃木
材や廃棄物など今まで使われずに捨てていた資源などを使って，「電気」や「熱」
をつくりだす環境にやさしいエネルギーのことである。新エネルギーは。枯渇
２）
－１０８－
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の心配がなく，二酸化炭素の排出量を減らすことができるなど地球環境にやさ
しいエネルギーとして，持続可能な社会の実現に欠かせないものとして注目さ
れている（化学工業会（2011))。
ものづくり基盤とは，金型，鋳鍛造，メッキなどＨ本の生産活動を支える共通
基盤的加工技術・技能のことであり，主に大企業に部品などを納入する中小製
造業が担ってきたもので，日本製造業の国際競争力の優位性の源泉とされてき
た。しかし大企業の製造拠点の海外移転などによって，その存在が危ぶまれ
ている（経済産業省・厚生労働省・文部科学省（2013))。
サポーティングインダストリーとは，金型，鍛造，鋳造，めっき等のものづく
り基盤技術を有するものづくり中小企業群のこと（経済産業省・厚生労働省・
文部科学省（2011))。
中小企業の横断的な連携によるイノベーションの現実は，まさにネットワーク
組織の特徴といえるものである。ネットワーク組織については，若林（2009）
を参照のこと。
東京大学が承認する「技術移転関連事業者」として，ベンチャー企業を通じた
大学の「知」の社会還元にIiL1jけて，優れた知的1M産・人材を活用するベンチャー
企業に対して投資を行うベンチャーキャピタルである。
出川（2004）は，事業創造のプロセスとして，①技術シーズを作り出す研究ス
テージ，②製品の開発をする開発ステージ，③製品を商品にする事業化ステー
ジ，④さらに工場で量産する産業化ステージという４つの時系列的なステージ
があり，それぞれのステージの境界に「魔の川」「死の谷｣，「ダーウィンの海」
の３つの障壁があるとしている。しかし，事業創造の基本的な課題は，技術を
｢製,Ｍ１化できるのか｣，その製品は「市場に受け入れられるのか」という２つの
問いに答えることであり，事業創造のプロセスでの障壁は２段階で考察したほ
うが整理しやすいと思われる。
イノベーション採用者カテゴリーは，ロジャーズ（Rogers，ＥＭ.）により提起
された概念である。イノベーションは，採用者の革新性により採用するスピー
ドに差がある。革新性とは，新しいアイデアを相対的に早く採用する度合いの
ことであり，この革新性に基づいてイノベーションの採用者は，①イノベー
ター，②初期採)１１者，③初期多数派，④後期多数派，⑤ラガードの５つのカテ
ゴリーに区分することができるとしている（Rogers（2003))。
工場などの製造機能を持たず企画・開発・設計に特化したファブレス企業と呼
ばれる存在も含まれる。ファブレス（fabless）とは，文字通りｆａｂ（fabrication
facility＝工場）を持たない企業のことである。
田中（2014）は，新規事業展開において，中堅・中小企業，新興ベンチャー企
業に求められる重要な留意点として，段階的な展開によるリスクの最小限化を
あげ，その実践のために活用すべき手法として，リーン・スタートアップとり
3）
４）
５）
６）
７）
8）
９）
１０）
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アル・オプションを紹介している。
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